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全国市町村による高齢者の社会活動支援事業の実施状況の評価
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目的　1997年度における全国3,255市町村による高齢者の社会活動を支援する事業の実施状況を

明らかにする。

方法　全国すべての市町村（3,255）の高齢者福祉担当課，高齢者保健担当課宛に調査票を郵送

し，1997年度における高齢者の社会活動支援事業の実施状況について回答を依頼した。高齢

者の社会活動については，その定義および4つの側面（就労，社会参加・奉仕活動，学習活

動，個人活動）を規定した。調査票には33事業のリストをあげ，それぞれについての実施の

有無についての回答を求めた。

　33事業の実施状況を，全国および市町村規模別（指定都市，その他の市，町，村の4区分）

に観察した。また，各市町村が実施していると回答した事業の合計数（合計および社会活動

側面別の実施事業数）を求め，支援事業への取り組みの活発さの指標とした。

結果　合計1,600市町村（49.2％）からの回答を得た。

　(1)33事業別の実施状況

　「老人クラブ育成事業」，「敬老お祝い金・長寿報償金」，「高齢者学級・講演会」，「高齢者

運動会・スポーツ大会」は，80％以上の市町村が実施していた。

　市町村規模別の各事業の実施状況は，おおむね，指定都市で最も高く，次いで，その他の

市，町，村の順に低くなる傾向がみられた。「世代交流（ふれあい活動）」は，指定都市，そ

の他の市，町，村のいずれにおいても実施状況が比較的高く，それぞれ約65％が実施してい

た。

　(2)合計実施事業数および社会活動側面別実施事業数

　合計実施事業数および社会活動側面別実施事業数（社会参加・奉仕活動を除く）は，指定

都市で最も高く，次いで，その他の市，町，村の順に低くなる傾向がみられた。しかし，同

じ市町村規模の中でも実施事業数には格差がみられ，支援事業への取り組みは必ずしも行政

規模によらなかった。

　(3)社会活動側面別支援事業の実施状況

　就労支援事業は，主として市町村規模の大きい市が実施していた。村では75％が就労支援

事業を実施していないなど，市町村規模別の実施状況には大きな格差があった。他の3つの

社会活動側面別支援事業については，多くの市町村が複数を実施していた。

結論　全国市町村による支援事業の実施状況をおおむね把握し，さらにその市町村規模別の特徴

を明らかにすることができたものと考える。本調査結果からは，市町村がそれぞれの実施状

況を評価することが可能であり，市町村が積極的に支援事業に取り組むための有用な資料と

して利用することができる。
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